
勤
務
費
用
に
相
当
す
る
も
の
の
額
に
係
る
繰
延
税
金
資
産
相
当
額
に
係
る
も
の
に
相
当
す
る
も
の
の
額
を
除

く
。
次
項
並
び
に
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
貸
借
対
照
表
又
は
当
該
連
結
貸
借
対
照
表

に
類
す
る
も
の
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
金
融
庁
長
官
及
び
財
務
大
臣

が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
上
回
る
と
き
又
は
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
会

社
に
つ
い
て
、
当
該
区
分
に
応
じ
た
命
令
は
、
同
表
の
第
二
区
分
に
掲
げ
る
命
令
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
採
用
す
る
企
業
会
計
の
基
準
に
お
い
て
有
価
証
券
に
相
当
す
る
も
の

算
出
日
の
公
表
さ
れ
て
い
る

最
終
価
格
に
基
づ
き
算
出
し
た
価
額
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
価

額
二

そ
の
採
用
す
る
企
業
会
計
の
基
準
に
お
い
て
有
形
固
定
資
産
に
相
当
す
る
も
の

算
出
日
の
適
正
な
評
価

価
格
に
基
づ
き
算
出
し
た
価
額

三

前
二
号
に
掲
げ
る
資
産
以
外
の
資
産
で
帳
簿
価
額
が
算
出
日
に
お
い
て
評
価
し
た
価
額
と
著
し
く
異
な
る

も
の

当
該
評
価
し
た
価
額

５

第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、保
険
会
社
が
特
例
企
業
会
計
基
準
等
適
用
法
人
等
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

前
条
第
一
項
の
表
の
第
三
区
分
以
外
の
区
分
に
該
当
す
る
保
険
会
社
の
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ

る
べ
き
金
額
の
合
計
額
又
は
そ
の
採
用
す
る
企
業
会
計
の
基
準
に
従
い
作
成
さ
れ
る
連
結
貸
借
対
照
表
に
類
す

る
も
の
の
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
金
額
の
合
計
額
が
貸
借
対
照
表
又
は
当
該
連
結
貸
借
対
照
表
に
類
す

る
も
の
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
金
融
庁
長
官
及
び
財
務
大
臣
が
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
下
回
る
と
き
又
は
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
会
社
に
つ

い
て
、
当
該
区
分
に
応
じ
た
命
令
は
、
同
表
の
第
三
区
分
に
掲
げ
る
命
令
を
含
む
も
の
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

６

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

（
外
国
保
険
会
社
等
の
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
に
係
る
区
分
に
応
じ
た
命
令
）

（
外
国
保
険
会
社
等
の
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
に
係
る
区
分
に
応
じ
た
命
令
）

第
四
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

５

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
外
国
保
険
会
社
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一

項
中
「
前
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
貸
借
対
照
表
又

は
連
結
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
の
貸

借
対
照
表
の
」
と
あ
る
の
は
「
の
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
の
」
と
、「（
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る

の
は「（
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、「
及
び
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
日
本
に
お
け

る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、「
利
益
又
は
剰
余
」
と
あ
る
の
は
「
利
益
」
と
、「
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
剰

余
」
と
あ
る
の
は
「
当
期
純
利
益
」
と
、「
同
じ
。）又
は
連
結
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
金

額
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
価
額
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

（
連
結
貸
借
対
照
表
の
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
の
科
目
に
計
上
し
た
額
及
び
連
結
貸
借
対
照
表
の
繰
延

ヘ
ッ
ジ
損
益
の
科
目
に
計
上
し
た
額
並
び
に
未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
第
六
十

二
項
に
規
定
す
る
未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
及
び
未
認
識
過
去
勤

務
費
用
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
第
六
十
三
項
に
規
定
す
る
未
認
識
過
去
勤
務
費
用
を
い
う
。
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。）の
額
に
係
る
繰
延
税
金
資
産
（
税
効
果
会
計
（
連
結
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
及
び

負
債
の
金
額
と
課
税
所
得
の
計
算
の
結
果
算
定
さ
れ
た
資
産
及
び
負
債
の
金
額
と
の
間
に
差
異
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
差
異
に
係
る
法
人
税
等
の
金
額
を
適
切
に
期
間
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
税
等
を
控
除
す

る
前
の
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
剰
余
の
金
額
と
法
人
税
等
の
金
額
を
合
理
的
に
対
応
さ
せ
る
た
め
の
会
計
処

５

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
外
国
保
険
会
社
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一

項
中
「
前
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
貸
借
対
照
表
又

は
連
結
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
の
貸

借
対
照
表
の
」
と
あ
る
の
は
「
の
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
の
」
と
、「（
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る

の
は「（
日
本
に
お
け
る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、「
及
び
貸
借
対
照
表
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
日
本
に
お
け

る
保
険
業
の
貸
借
対
照
表
」
と
、「
利
益
又
は
剰
余
」
と
あ
る
の
は
「
利
益
」
と
、「
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
剰

余
」
と
あ
る
の
は
「
当
期
純
利
益
」
と
、「
同
じ
。）又
は
連
結
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
金

額
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
価
額
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

（
連
結
貸
借
対
照
表
の
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
の
科
目
に
計
上
し
た
額
及
び
連
結
貸
借
対
照
表
の
繰
延

ヘ
ッ
ジ
損
益
の
科
目
に
計
上
し
た
額
並
び
に
未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
第
六
十

二
項
に
規
定
す
る
未
認
識
数
理
計
算
上
の
差
異
を
い
う
。）の
額
及
び
未
認
識
過
去
勤
務
費
用
（
財
務
諸
表
等
規

則
第
八
条
第
六
十
三
項
に
規
定
す
る
未
認
識
過
去
勤
務
費
用
を
い
う
。）の
額
に
係
る
繰
延
税
金
資
産
（
税
効
果

会
計
（
連
結
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
及
び
負
債
の
金
額
と
課
税
所
得
の
計
算
の
結
果
算
定
さ
れ

た
資
産
及
び
負
債
の
金
額
と
の
間
に
差
異
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
差
異
に
係
る
法
人
税
等
の
金
額
を
適

切
に
期
間
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
税
等
を
控
除
す
る
前
の
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
剰
余
の
金
額
と
法

人
税
等
の
金
額
を
合
理
的
に
対
応
さ
せ
る
た
め
の
会
計
処
理
を
い
う
。）の
適
用
に
よ
り
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
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